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２　市町村と県の不動産合同公売の結果（平成２５年１１月５日・７日）

報　道　資　料

公売件数 落札件数 落 札 額

▲981,843千円
23件 6件 8,235 千円

未収額

（12月末現在）

H25－H24

14,958,387 千円14,958,387 千円14,958,387 千円14,958,387 千円130件

928件928件928件928件

▲716,088千円▲265,755千円県 税

合 計

地方税

収入済額

（期間中）

差押件数

（期間中）

H25年度3,597,865 千円10,378,679 千円
798件

H24年度

523,808 千円132,955 千円 13,976,544 千円13,976,544 千円13,976,544 千円13,976,544 千円

　地方税務行政に対する信頼獲得と地方税収確保のため、毎年11月と12月を「市町村税・

県税の一斉滞納整理強化期間」に設定し、県と県内全市町村が連携・協働し、集中的に滞納

整理に取り組みました。

   納税催告（文書催告、電話催告、面談指導）の強化、悪質滞納者や大口滞納者への滞納処

分（差押え、公売）の強化、休日・夜間の納税相談窓口の設置等に取り組むとともに、市町

村と県の合同での不動産公売の実施、共通催告チラシの活用、県内主要公共交通機関での啓

発ポスターの掲出等を行いました。

　これらの結果、年度をまたいで滞納となっていた市町村税、県税の滞納繰越分約５億２千

万円を徴収し、滞納繰越分の調定額から収入済額を差し引いた未収額を前年同時期（12月末

時点）と比べ、約９億８千万円減らすことができました。

「「「「市町村税市町村税市町村税市町村税・・・・県税県税県税県税のののの一斉滞納整理強化期間一斉滞納整理強化期間一斉滞納整理強化期間一斉滞納整理強化期間」」」」のののの結果結果結果結果についてについてについてについて

～ ～ ～ ～ 滞納繰越分滞納繰越分滞納繰越分滞納繰越分５５５５億億億億２２２２千万円千万円千万円千万円をををを徴収徴収徴収徴収しししし、、、、未収額未収額未収額未収額をををを９９９９億億億億８８８８千万円減千万円減千万円減千万円減らしましたらしましたらしましたらしました！ ～！ ～！ ～！ ～

3,863,620 千円市町村税

１　収入済額、差押件数及び未収額の状況

390,853 千円 11,094,767 千円


